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丸森町の被害状況
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令和5年度　事業概要

河川被害状況と災害復旧の着手（直轄権限代行）

河川災害復旧工事（直轄権限代行）の概要

河川事業

　宮城県が管理する内川、五福谷川及び新川では、既往最大の豪雨による土砂洪水氾濫が発生し、堤防が１８箇所決壊しました。災害規模が
甚大であることから、宮城県から要請をうけて権限代行により堤防決壊箇所の応急復旧を国が緊急的に実施し、建設業協会の協力のもと
２４時間体制で工事を実施し、１５日間で復旧を完了しました。

　応急復旧完了後、大規模災害からの復興に関する法律に基づき、甚大な
被害をうけた内川等の円滑かつ迅速な復旧・復興に向け、本復旧の権限代
行についても、宮城県から要請をうけて国が実施することが決定しました。

●本復旧（直轄権限代行）の要請

　改良復旧区間における治水安全度向上に向け、「河道掘削」を推進し、また、単
災区間では、「護岸工事」が完了しました。
　また、断面を拡大した堤防整備のための「用地取得」を進め堤防断面拡大工法
による「築堤工事」に着手しました。

●令和3～4年度実施内容
　堤防断面拡大工法による「築堤工事」を推進すると
ともに、堤防拡幅に伴う「樋管改築（継足し等）」、河道
掘削による機能維持確保のための「堰の改築工事
（和田堰、山下堰）」を引続き実施します。
　また、河道掘削による機能維持確保のための「橋梁の
改築工事（町道五福谷橋、下矢田橋）」に着手します。

●令和5年度実施内容

■事業概要

流下能力を向上させるため「河道掘削」を行うとともに、

計画規模を越える洪水に対する「堤防機能の強化」を図る

などの改良工事を実施します。

■事業費：約218億円

■事業期間：令和元年度～令和６年度

■実施区間：改良復旧区間約8.5ｋｍ、単災区間約３.３km

■事業内容

○河道掘削（流下能力の向上）

○堤防機能の強化

○堰、橋梁、樋管の改築（改良計画に合わせた施設改築）

令和元年10月16日撮影 令和元年11月5日撮影

完成イメージ図

既設堤防

法肩保護工
（川表側）

法肩保護工
（川裏側）

天端ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
5.0m

堤防断面拡大工法

和田堰施工中（内川右岸）

山下堰施工中（内川左岸）

排水樋門施工中（内川）

築堤施工中（新川）

護岸（内川）

河道掘削（内川）

令和3年度 令和4年度

▽HWL

1/30相当の河道断面

3.   0m3.   0m

堤防拡幅法尻保護

▽HWL

法尻保護
（かごマット）

法尻保護
（かごマット）

1：2
 . 5 1：2 . 5

5.   0m 5.   0m
（人家連担地区）

堤防断面拡大工法

▽HWL
堤防断面拡大盛土

1：5 . 
0 1：5 . 0

5.   0m 5.   0m（下流地区） 堤防断面拡大盛土

河道掘削後
1/30相当の河道断面
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　大規模な土砂災害が発生した阿武隈川水系内川流域において、宮城県知事からの要請をうけて、土砂・洪水氾濫等による被害を軽減する
ため、国直轄による砂防工事を実施しています。

　東日本台風の降雨に伴い渓流内に堆積した不安定土砂等の再移動による二次災害を防ぐ緊急的な対策として、強靱ワイヤーネット工、
床固工、砂防堰堤工を整備しました。

　直轄砂防災害関連緊急事業に引き続き、特定緊急砂防事業により、河川計画と整合のとれた砂防計画に基づき、短期的・集中的な砂防施
設整備を実施します。
　これにより、流域全体の土砂・洪水氾濫による人家や道路等のインフラへの直接被害を未然に防止し、地域の安全度を向上させます。

■実施内容：　強靱ワイヤーネット工 ４箇所（６基）、　床固工 ３基、　砂防堰堤工 ４基 

■事 業 費 ： 約133億円　　■事業期間： 令和２年度～令和６年度　

■実施内容： 砂防堰堤工 １０基（改築６基、新設４基）、 遊砂地工 ３箇所

直轄砂防災害関連緊急事業の概要

特定緊急砂防事業の概要

砂防事業

強靭ワイヤーネット（完成）
石倉地区

床固工（完成）
内川床固工

砂防堰堤工（完成）
牛子地区

内川遊砂地　イメージ図東山砂防堰堤（着工前） 東山砂防堰堤施工中（スリット概成）

【遊砂地の役割】
　大量の土砂が流れてきたとして
も、一気に下流まで流れ込まない
よう、一時的に受け止められる場
所が遊砂地です。
　遊砂地の整備によって、遊砂地
から下流への土砂・洪水氾濫の
被害をさらに軽減することができ
ます。

土砂・洪水氾濫

堤防 堤防
上昇

氾濫

土砂の堆積

氾濫

河床が上昇することで、
水の流れる空間が小さくなる。

氾濫の解消

砂防堰堤等
の整備

堤防 堤防

土砂の堆積の解消

河床の上昇が抑えられるため、
水の流れる空間が小さくならない。
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令和5年度　事業概要

　令和元年東日本台風により被災した宮
城県伊具郡丸森町内の「国道３４９号（宮
城県管理）」については、大規模災害から
の復興に関する法律に基づき、国土交通
省の直轄権限代行による災害復旧事業を
進めており、令和3年3月24日に現道の
復旧が完了しました。

■事業費：約３００～３５０億円
■実施延長：６.０ｋｍ
■車線数：２車線
■期待される整備効果
特に被災の大きい区間での山側への別ルートの
整備により、再度災害の防止を図ります。

国道３４９号 丸森地区災害復旧事業の概要

　特に被害が大きく、また現道が抱えている課題も大きい丸森町耕野～大張川張間の約
８kmにおいては、「山側への別ルート」での本復旧により災害復旧事業を推進しています。
　令和５年度は、橋梁工事を推進するとともに、大規模となるトンネル工事及び盛土工事
等を実施します。

「山側への別ルート」の概要

道路事業

令和元年東日本台風による国道３４９号の被災状況 令和３年３月24日 本復旧完了

浸水範囲 幅員5.5m 未満区間

山側への別ルート 6.0km

交通安全性の向上 土砂災害等に対する安全性の向上 異常気象時の道路冠水の回避

施工状況① （仮）第１号トンネル

施工状況② （仮）第２号橋

施工状況③ （仮）第３号トンネル

施工状況④ （仮）第３号橋

■進捗状況
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令和5年度　事業概要

福島県

宮城県

■河川事業
　阿武隈川水系内川、五福谷川及び
　新川の河道掘削、堤防機能強化等の
　改良工事

■道路事業
　国道349号の現道の復旧工事及び、
　「山側への別ルート」での本復旧工事

■砂防事業
　阿武隈川水系内川流域の砂防堰堤及び
遊砂地等の整備による土砂流出防止対策
工事

　宮城南部復興事務所は、令和元年東日本
台風（台風第１９号）により甚大な被害を受
けた丸森町の河川・砂防・道路の災害復旧事
業を加速化するため令和２年４月１日に設置
されました。

宮城南部復興事務所 事業箇所

所管事業

｢山側への別ルート 6.0km｣で本復旧
現道延長 約8km

直轄権限代行延長 約14km（被災箇所全29箇所）

現道復旧 令和3年3月24日復旧完了

（改良復旧区間 約1.6km）

特に被災の大きかった区間

国道３４９号丸森地区災害復旧事業

新川災害復旧直轄権限代行区間

（改良復旧区間 約2.1km）

五福谷川災害復旧直轄権限代行区間

（改良復旧区間 約4.8km）
内川災害復旧直轄権限代行区間

直轄砂防災害関連緊急事業
特定緊急砂防事業

宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
耕
野
不
動

宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
大
張
川
張

宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田

宮城県伊具郡
丸森町字愛宕田

至 福島県伊達市

至 

角
田
市

宮城県伊具郡
丸森町筆甫字石神西

宮城県伊具郡
丸森町飯塚

宮城県伊具郡丸森町牛子

（単災区間総延長 約3.3km）
内川災害復旧直轄権限代行区間

宮城南部復興事務所

（令和2年度完成）
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宮城南部復興事務所 案内･組織図
　阿武隈川水系内川流域の河川事業や砂防事業、国道349号の復旧事業を迅速かつ一体的に進めるとともに、宮城県丸森町の復
旧・復興を加速化させるため、令和2年4月に「宮城南部復興事務所」を設置し、事業を実施しております。

s

■事務所の概要

■事務所の組織図

宮城南部復興事務所

〈R5 . 3〉
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